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北海道内

路面凍結、スリップ､はみ出し

正面衝突事故が相次ぐ

外国人などあわせて１１人けが

新十津川町と洞爺湖町

２０２５／２／１４（金）

１３日、道内では新十津川町と洞爺湖町で車の正面衝突事故が相次ぎ、あ

わせて男女１１人がけがをしています。

１３日午後６時ごろ、新十津川町弥生の国道２７５号で軽乗用車と乗用車が正

面衝突する事故がありました。軽乗用車を運転していた男性が腰の痛みを

訴えている。当時路面は凍結していて、どちらかの車がスリップして対向

車線にはみ出したとみて調べてています。

１３日午後２時半すぎ、洞爺湖町月浦の国道２３０号で、乗用車とワゴン車が

正面衝突する事故がありました。それぞれの車に乗っていたあわせて１０人

が病院に搬送され、乗用車を運転していた６０代の女性が骨折の疑い、ワゴ

ン車に乗っていた外国人９人が軽傷だということです。


